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令和2年7月豪雨により、日本各地に甚大な被害が発生しております。この度、大阪難波

ロータリークラブと致しましては、社会奉仕活動における被災者・被災地支援活動の一環

として、玖珠川、三隈川など複数の河川が氾濫し、人的及び家屋被害等を受けられました

大分県日田市に対し、災害時、避難所等で使用する ダンボール製のパーテーションと

ベッド（各50セットずつ）の寄贈を行いました。7月27日(月)14:00より、日田市役所４階 

市長応接室にて支援物資の贈呈式が行われ、日田市長 原田啓介様に、川口会長より目録

が手渡されました。当クラブからの出席者は、川口会長、福田幹事、中川博之広報・ホー

ムページ委員長、そして社会奉仕委員会より 私、米澤が参加致しました。コロナ禍でな

ければ、多くの会員の皆様と訪問したかったのですが、大阪からということもあり、少人

数での訪問しか行えなかったのが残念です。寄贈致しましたパーテーション・ベッド共に

株式会社川由製であり、パーテーションをセットした際の居住スペースは、２ｍ×２ｍ、

パーテーションの高さは１ｍ４５ｃｍと、新型コロナウイルス感染予防対策のための政府

のガイドラインに沿ったサイズとなっております。支援物資本体は、株式会社川由から社

員の方により直接トラックで、日田市天瀬町にあります備蓄倉庫に同日の10:30に配送し

て頂きました。                         文責：米澤 勉 

原田市長から被害状況の説明を受ける 

川口会長、福田幹事、米澤委員長 

日田市役所にて支援物資の贈呈式が行われました。 
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７月１６日（木）午後１８時００分より、ムーランにおいて、西野直前会長、立花直前幹

事の慰労会が開催され、３３名の会員のみなさまにご参加いただきました。 

川口会長のあいさつの後、川口会長より、西野直前会長並びに立花直前幹事へ記念品が手

渡れました。そして、北田元会長の乾杯のご発声のもと開宴し歓談の中、会員の皆様より

西野直前会長、立花直前幹事へ一言いただき、北橋元会長に大阪締めで締めていただきま

した。 

川口会長よりシャンパン、鉃﨑会員より魔王の差し入れをいただきました。ありがとうご

ざいました。                          文責：森 圭司 

西野直前会長、立花直前幹事、

一年間お疲れ様でした。 

川口会長より、西野直前会長、立花直前幹事に記念品が手渡されました。 

毎年６月に四天王寺悲田院へ慰問させていただいておりますが、コロナウイルス感

染拡大の影響で、今年はまだ慰問することが叶わず、木製ガーデンチェアを寄贈さ

せていただく事となりました。７月２８日にガーデンチェア３脚を四天王寺悲田院

へ納品し、それぞれの場所へ設置してまいりました。寄贈式は９月１２日（土）予

定しております。                      文責：立花英司 
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1.会員基盤の強化 
年代、職業、男女の別いずれにおいても、多様な会員を受け入れる柔軟性と、ロータリーの基本的な価値観
を再認識し、クラブのあり方を方向づける「クラブビジョン」を作成しましょう。問題意識を共有し、会員の退会
を防ぐ姿勢を、だれもが持ち続ける必要があります。 
2.ポリオの根絶 
現在、ポリオウイルス株の2型、3型は根絶され、あとは１型だけです。また、ポリオの常在国は、アフガニスタ
ンとパキスタンの2か国だけとなりました。ナイジェリアは発症例が3年間報告されておらず、今年中に根絶の
宣言がされるでしょう。ポリオの発症がどこかで起きている限り、感染の危険は世界中の子どもに及ぶことに
なります。世界中で根絶されるまで活動を続けていきましょう。 
3.青少年の活動を支援 
未来を担う若い世代を支援し、リーダーを育てることは、ロータリアンの使命です。当地区は、インターアクト、
ローターアクト、青少年交換、ライラ、米山奨学生、ロータリー学友などの青少年プログラムに積極的に取り
組んでいます。ロータリアンと青少年がともに活動できる奉仕の機会を、さらに作っていきましょう。 
4.ロータリー財団活動の推進 
ロータリー財団は、ロータリーの奉仕プロジェクトを支える柱です。年次基金は、3年後の奉仕活動の資源とな
り、恒久基金は将来のロータリー活動を担保し、ポリオ基金はウイルスとの闘いの象徴です。ご理解いただ
き、ご協力をよろしくお願いします。 
5.米山記念奨学会活動の推進 
 日本と海外との懸け橋となる米山奨学生の支援をお願いします。4月から継続を含めて、49名の米山奨学
生が、皆さんのクラブでお世話になっております。未来を担う若い力を応援してください。 
6.IT化の推進と公共イメージの向上 
IT化は避けては通れません。My Rotaryの登録、クラブセントラルの活用をぜひ、よろしくお願いします。ロータ
リーについて知ってもらうための一番の広告塔は、ロータリアン自身です。会員以外の人にも、ロータリーに
親しんでもらう機会をつくっていきましょう。 
 
2020-21年度 地区スローガン 
 次年度地区スローガンの決定にあたって、3つのことを考えました。 
① 基本の再認識を 
ロータリーは変わったのか、という声をよく耳にしますが、私はそうは思いません。2019年-20年度の新しい標
準ロータリークラブ定款は、表現が多少異なっているとはいえ、基本となる考え方は従来と同じです。それ
は、すなわち、四つのテスト、超我の奉仕、中核的価値観といったロータリーの価値観です。 
そして、ロータリーは、こうした価値観を共有する人たちの集まりであり、だからこそ、確かな信頼関係が築か
れているのです。今こそ、ロータリーの基本を再認識しましょう。 
② 誇りと自信を持って 
ロータリーで、私は、多くの尊敬できる先輩の皆さん、多くの信頼できる友人を得ることができました。一人で
はなかなかできない奉仕活動に取り組むことができ、その活動を通して、大きな感動を得ることもできました。 
こうした素晴らしい集まりの会員であることに改めて意識を向け、ロータリアンとしての誇りと自信を、皆さんに
持っていただきたいと思います。 
③ 未来をつくる 
時代に対応する多様性、柔軟性、適応力がなければ、ロータリーの未来をつくっていくことはできません。例
えば、SF映画のように、過去に戻って、今を変えることはできないのです。 
しかし、未来は、私たちの手の中にあります。私たちが、未来をつくっていくことができるのです。 
私は、こう呼びかけたいと思います。 
ロータリーの基本を再認識してください。 
ロータリアンとしての誇りと自信を持ってください。 
そして、一緒にロータリーの未来をつくっていきましょう。 
そこで、地区スローガンは 「Back to the Basics and Fly to the Future」  
(ロータリーの基本に戻って、新しい未来へ）の意味を込めて 
BACK, To the FUTURE～基本に戻って未来へ～ 
とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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